
 

■課題：小中学校の特別支援教育、人材不足！ 

 障がいを持っていたり特別に支援を必要とする児童生徒のための“特別支援教育”。対象の児童生徒が増加してい

ることもあり、現場の小中学校では支援の人材が不足しているとの声が上がっています。視察をすると確かに手いっ

ぱいな様子。数校へのヒアリングでも異口同音に「もっと人材が欲しい」との声を聞きました。 

 法的な教職員の配置基準は満たしており、市独自で介助員や特別支援教育支援員、こどもサポーター（大学生によ

るサポート）などの加配も実施中です。しかし実際は、低学年やマンツーマンでのサポートが望ましい児童生徒が多い

と特に手が足りない状況。 

 特別支援教育の人材不足は安全性の低下や教職員の疲弊に繋がり、何より支援を必要とする児童生徒に適切な手

が行き届かないのは教育行政の大きな課題です。 

■対策１：国県への人材拡充の要望 

 課題解決について、抜本的には国の教員配置基準を改善することでしょう。特別支援学級において児童生徒8名に1

名の教員配置ですが、拡充が必須と考えます。また県に対しては、独自配置中の学校生活支援教員(通級指導担当

教員)について増員を求めねばなりません。 

■対策２：介助員（伊丹市独自配置）の増員 

 そして課題解決において一番進めたいのは、介助員の増員です。介助員は、特別支援学級での介助業務を担う伊

丹市独自の配置で、現在市内に27名おられます。この介助員、各小中学校から上がってくる必要数に対し、それを満

たす配置に至っていない現状です。数値の上で人材不足は明白です。 

 

■課題：「放課後等デイサービス」、質と量は大丈夫？ 

 もう１つ特別支援教育の課題です。障がいを持っていたり特別に支援を必要とする子どもが通所する「放課後等デイ

サービス」は、児童福祉法に基づき2012年に制度が発足して以来、施設が急増しています（現在市内31ヶ所）。施設が

できるのは有難いことですが、利用料の約9割が基本的に公費負担となることなどから、安定した施設運営が可能であ

ると開所運営がビジネス展開される傾向も。量と質が問われるフェーズに入っています。 

■対策１：適切な量の把握 

 市内でも放課後等デイサービスは増加の一途。市ではニーズとそれに対する適切な量を把握することが必要でしょ

う。来年度からスタートが義務付けられる「障害児福祉計画」において、伊丹市に必要な量を明確化することが肝要で

す。 

■対策２：質の向上 

 障がいのある子どもに対し、単なる預かりではなく1人1人に応じた適切な療育が施されることが、放課後等デイサー

ビスの質だと考えます。市として常に、確認などを通して施設の指導監督を進めていかねばなりません。今年度から

「放課後等デイサービスガイドライン」に基づいて各施設が自己評価し、概ね1年に1回以上公表することが義務付けら

れました。市は公表結果を踏まえながら、まずはガイドラインに沿って運営されているか適切に指導することが求めら

れます。 
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 「毎日フォーラム」は、首長（自治体のトップ）や国会議員向けの政策情報誌。このたび依頼を
いただき、「議員提案」コーナーに寄稿させていただきました。提案して実
現した政策などを記載しています。 

 市長などが読む専門誌であり一般販売はしていないのですが、知り合い
の市長さんから「読んだよ」と声をもらったりしています。内容はホームペー
ジにアップされていますので、お目通しいただければ嬉しいです。 

 

 

 

お茶でも飲みながら気軽な雰囲気で意見交換する「サワコの茶話会」。普段感じ
ていることなとをぜひお聞かせ下さい。お会いできるのを楽しみにしています。 

 ●日時 ： Ｈ29年12月10日(日）14：00～16：00 ●人数 ：20名程度 ●場所 ： いたみホール 3階 大会議室 

相崎佐和子 毎日フォーラム 検索 

 

■課題：再資源の第三者持ち去り、多発中！ 

 古新聞や古雑誌、古布や缶などの再資源物。最近は自治会などの地域団体が、自主回収して収益を活動に活かす

ケースが増えています。そんな中、課題になっているのが再資源の第三者による持ち去り。個人や団体（外国人グ

ループなども）による持ち去り事例が多発しています。持ち去れらた後に再資源が適切に処理されているか確認できな

いとともに、回収に取り組む地域団体などが財産的損失をこうむり、課題となっています。 

■対策：市条例で持ち去りを禁止する 

 地域団体やクリーンセンターなどが、注意喚起の看板を設置したりパトロールをしたりと既に取り組み中です。ここで

１つ提案したいのが、市条例にて持ち去りを禁止すること。近隣市でも宝塚市・西宮市・芦屋市などが、そしてゴミ処理

を共に実施中の豊中市が策定済みです。 

 

 

 

相崎が所属する会派「フォーラム伊丹」の報告会。前半は報告、後半はグルー
プトーク。市議7名＋国会議員1名でお待ちしています。ぜひお越しください！ 

 ●日時 ： Ｈ29年11月26日(日）14：00～16：00 ●場所 ： いたみホール 地下1階 多目的ホール ●申込 ： 不要 

 

 

 10月に実施された第48回衆議院議員選挙において、桜井シュウさんが当選さ
れました。 

 桜井さんとは、これまで伊丹市議会の同じ会派「フォーラム伊丹」で活動を共にし
てきました。一緒に尽力してきた仲間が衆議院議員として活躍することになったの
は嬉しい限り。伊丹市政で数々の実績を上げられた桜井さん。今度はその想いと
力を国政において十二分に発揮されることでしょう。 

 新たに生まれた国とのパイプを生かしながら、市政の発展にいっそう力を尽くし
てまいります。 
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1日 団体A会合・市民訪問・自治会理事会 

2日 兵庫県知事選挙 

4日 夏祭り実行委員会 

5日 会派街頭活動 写真② 

6日 地元小学校七夕イベント手伝い 

8日 懇談 

9日 地元小学校父親の会傍聴 

11日 総務政策常任委員協議会・団体B会合 

12日 市内一斉パトロール 

13日 議会改革特別委員会 

14日 <児童くらぶ保護者会> 

15日 地元小学校自転車教室・自治会消防訓練 

     関西若手議員の会 

16日 地域一斉清掃   17日  Gセンまつり 

18日 県立伊丹高校自転車教室視察・団体C会合 

19日 市内小学校視察・団体B会合 

20日 団体B会合   21日 地域団体会合 

22日 団体B活動・夏祭り（御願塚･平松） 

23日 夏祭り（伊丹小･鈴原小･昆陽里小） 

24日 ラジオ体操挨拶 

25日 会派会議・議員総会･議会改革特別委員会 

27日 総務政策常任委員協議会 

28日 市民懇談 

29日 <児童くらぶ掃除>・夏祭り 

     （有岡小･稲野町･梅ノ木） 

 

1日 団体A会合 

2日 街頭活動 

3日 会派街頭活動・夏祭り（桜台小） 

4日 会派会議･夏祭り（解放盆踊り・北野） 

9日 会派会議･こばと保育所説明会 

10日 街頭活動･イベント視察･南幼稚園説明会 

    夏祭り実行委員会 

17日 街頭活動・クリーンランド視察・ヒアリング 

18日 地元小学校夏祭り準備 

19日 地元小学校夏祭り 写真③ 

20日 地元小学校夏祭り後片付け･団体A会合 

    公立幼稚園等統廃合説明会 

21日 関西若手議員の会 

22～23日 視察（総務政策常任委員会） 

     埼玉県三郷市・埼玉県戸田市 

25日 会派会議・地域団体会合 

26日 団体B会合・伊丹花火大会 

27日 地元小学校夏祭り反省会 

28日 9月定例会勉強会 

    会派街頭活動 写真④ 

30日 神津こども園視察･解放同盟定期大会 

31日 議会改革特別委員会 

1日 団体A会合・交通局懇談 

2日 自治会理事会･団体B会合 

3日 地域清掃 

4日 本会議・議員総会・会派会議 

6日 親子ひろば・長寿お祝い会 

7日 本会議･会派会議 

9日 地元小学校草引き･保育所勉強会 

10日 第18回サワコの茶話会 写真⑤ 

   稲野防災フェア・地元秋祭り打ち合わせ 

11日 総務政策常任委員会・会派会議 

12日 地元小学校イベント打ち合わせ 

13日 団体D挨拶 

14日 自治会敬老会バスツアー 

15日 <地元小学校参観日> 

16日 イベント参加･自治会班長会 

17日 御願塚史跡保存会50周年式典 

18日 市民懇談会 

19日 本会議    20日 本会議 

21日 本会議（相崎質問日） 写真① ・団体B会合 

22日 本会議･日朝議連 

23日 団体A会合･地元中学校運動会 

25日 本会議 

26日 会派街頭活動･地域団体会合 

27日 決算審査特別委員会･<お通夜> 

28日 決算審査特別委員会 

29日 決算審査特別委員会 

30日 地元小学校運動会 

 

 

●ホームページ http://sawako-aizaki.com 

●ブログ http://yaplog.jp/sawako-aizaki/  毎日更新中！ 

●Facebook https://ja-jp.facebook.com/sawako.aizaki 

●ホームページ(携帯版） 右記のＱＲコードから 

●ツイッター ●ミクシィ 

 

相崎が所属する会派「フォーラム伊丹」では、

毎月「フォーラム伊丹通信」を発行しています。

メンバーと共に駅などで配布していますが、郵

送も受け付けています。ご希望の方は下記ま

でご連絡ください。 

 

●1973年3月生●親和女子高校●奈良教育大学● 〃 大学院（政治学）

●フリーアナウンサー●地元ケーブルテレビ(現：ベイコム)アナウンサー

● 第 １ ２ 代 兵 庫 県 広 報 専 門 員 ● 伊 丹 市 議 会 議 員 （ 現 在 ３ 期 目 ）      

●第６１代 伊丹市議会議長 ○家族：夫・長女(小６)・次女(小２) 

相崎佐和子 検索 
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